
Ⅰ．はじめに

　ヤシオオオサゾウムシ（Rhynchophorus ferrugineus）は本来，
東南アジアを中心とした地域に生息するヤシ類の害虫である。海
外ではココヤシやナツメヤシ等の２０種類以上のヤシ類を食害する
が（Murphy and Briscoe，１９９９；OEPP/EPPO，２００８），わが国
では主にカナリーヤシを食害している。わが国では１９７５年に沖縄
県において，被害が発生したと報告されたが（梅林・野原，
１９７６）その後被害は終息した。しかし，１９９８年に宮崎県で新たに
加害が報告されると（阿万ほか，２０００），以後１９９８年に福岡県
（伊藤・小泉，２００２），１９９９年に岡山県（吉原・奥島，１９９９），と
鹿児島県（伊藤・小泉，２００１），２００３年に長崎県（伊藤・小泉，
２００４）と九州を中心に分布地を拡大させ，現在もその被害は続い
ている（伊藤・小泉，２００３；２００４；２００５；斉藤ほか，２００９；佐藤
ほか，２００９；臼井・安部，２００９；吉本，２００６）。日本における本
種の研究は，防除方法や季節消長の報告が中心で，飛翔の日変動
の報告はない。そこで本研究では，１９９８年から現在まで本種によ
る激害が発生している宮崎県（黒木ほか，２００７）において，南九
州で共通して成虫の飛翔の最初のピークが現れる６月（Abe et 
al., ２００９；阿万ほか，２０００；佐藤・伊禮，２００３）の飛翔の日周活
動の特徴を，フェロモントラップのよる捕獲，ルートセンサスや
定点観察による捕獲と観察により明らかにしたので報告する。

Ⅱ. 材料と方法

１．調査地
　調査は，宮崎県日南市猪崎鼻公園にて実施した。この公園は半
島の海沿いに位置し，海との境は崖になり，カナリーヤシは海に
近い場所の広葉樹の林の合間や崖の上に植栽されている（図－

１）。公園内では２００５年から現在までヤシオオオサゾウムシによ
る被害が継続して発生している。
２．方法
　２００８年６月１３日，１４日，１５日，２３日，２４日，２５日，２６日，２７日
の延べ８日間の飛翔活動を以下３つの方法で調査した。
① ルートセンサス
　地点Aから地点Bまでの片道約１．２kmの道のりをルートに設
定し，６時，９時，１２時，１５時，１８時の５回ルートセンサスを行っ
た。調査中は，直接目視のほか，双眼鏡（Monarch: ８×４２, ６．３°）
を用いて飛翔個体の観察・確認を行った。また，飛翔個体がどこ
かに止まり，捕獲できる状態であった場合は捕獲した。
② フェロモントラップ
　改良型サンケイ式衝突版トラップ（中村ら，１９９９）を公園内の
カナリーヤシが植栽されている場所に１４器設置した（図－１）。
トラップにはヤシオオオサゾウムシ用の誘引剤（Biobest社）を
取り付けた。トラップからの成虫の回収は，ルートセンサス時に
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図－１．調査地と調査方法の概要
注）白い○はトラップの設置位置を示し，点線

部はルートセンサスのルートを示している。



行った。
③ 定点観察
　ルートセンサス以外の時間は地点A（図－１）に待機し，飛翔
個体の観察と成虫の直接の捕獲を行った。
　温度と天候の飛翔に対する影響を明らかにするために，成虫の
捕獲・目撃時の天候と気温を記録した。気温は林内の日陰に地上
１．５mの高さに設置したアルコール温度計で測定した。６時から
１８時までの天候を，１時間を単位として記録した。天候は，「５分
以上連続して雨が降り，かつその時間帯の半分（３０分）以上雨が
降っていた場合」を雨天，「各時間帯の半分以上の時間，輪郭が
はっきりとした投影が確認された場合」を晴天，そのいずれの条
件にもあてはまらない場合を曇天として記録した。

Ⅲ．結　果

　調査での総捕獲数は１６頭（♂８，♀８），総目撃頭数は延べ２２頭
であった。
１.　飛翔活動と時間帯
　飛翔活動（捕獲や目撃）は１１時から１７時の間に観察された。飛
翔活動は１１時台から始まり，１４時まで次第に活発になり，１４時台
にピークに達し，その後徐々に減少した（図－２）。１７時以降は
成虫の捕獲や飛翔個体の目撃はなかった。
２.　飛翔活動と気温
　調査中の最低気温は１９℃，最高気温は２９℃であった。本種の飛
翔が確認された時の最低気温は２２℃，最高気温は図－３．成虫の
飛翔活動と気温の関係調査期間中の最高気温と同様２９℃であった。
２２℃では５頭の捕獲と２頭の飛翔の目撃があり，飛翔個体は多く
記録されたが，２３℃，２５℃では飛翔は観察されず，２４℃では１頭
の捕獲と２頭の目撃，２６℃では１頭の捕獲と１頭の目撃のみで

あった（図－３）。一方２７℃では３頭の捕獲と７頭の目撃，２８℃
では４頭の捕獲と７頭の目撃，２９℃では２頭の捕獲と３頭の目撃
があり，気温が高い方が飛翔活動は活発であった。
３.　飛翔活動と天候
　調査期間中，６月１４日の１５時台から６月１５日にかけて，６月２４日
と，６月２５日の１０時台から１２時台の天候は雨であった（図－４）。
これら降雨の時間帯では，成虫は全く捕獲されず，飛翔も目撃さ
れなかった。成虫の捕獲と飛翔の目撃は晴天ないしは曇天の時に
限られた。

Ⅳ．考　察

　成虫は１１時から１７時までの昼の間に１４時台をピークとして飛翔
していることが明らかになった。飛翔活動は午前中の飛翔開始以
降徐々に活発になるが，夕方の飛翔活動の停止は急激に起きるこ
とが明らかになった。
　今回の調査では，２２℃で活発に飛翔していたことから，２２℃は
ヤシオオオサゾウムシにとって十分に飛翔できる温度であること
が明らかになったが，それ以下の気温では，飛翔はみられなかっ
たことから，２２℃はヤシオオオサゾウムシの飛翔にとっての最低
温度であると考えられた。また，飛翔は２７℃から２９℃と気温が高
い時の方が飛翔は活発に行われる傾向がみられた。今回飛翔が観
察された時の最高気温と調査期間中の最高気温が同じであったた
め，飛翔可能な気温の上限については明らかに出来なかった。し
かし，アラブ首長国連邦では，最高気温が４０℃を超える月でもヤ
シオオオサゾウムシの成虫が捕獲されている（Kaakeh，２００１）。
したがって，ヤシオオオサゾウムシは２９℃よりもはるかに高い気
温であっても飛翔可能であり，２２℃以上であれば飛翔していると
考えられた。
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図－４．成虫の飛翔活動と天候の関係
注１）各時間帯において，成虫が捕獲された場合「捕獲」，目撃があった場合「目撃」として表記した。
注２）□：晴天，■：雨天，■：曇天

図－２．成虫の飛翔活動と時間帯の関係 図－３．成虫の飛翔活動と気温の関係



　一日中雨が降っていた６月１４日と２５日は飛翔活動はなく，曇
時々雨だった６月１５日と２４日においては，捕獲や目撃があったが，
同日，降雨時の飛翔活動はなかった。これらのことから，降雨は
飛翔活動の阻害要因であると考えられ，天候が飛翔の日周パター
ンに関係している可能性が示唆された。
　以上のことから，南九州におけるヤシオオオサゾウムシの６月
の飛翔の日周パターンは，以下のようであると考えられた。成虫
は気温が２２℃以上である場合，飛翔は１１時ごろから始まり，その
後徐々に活発になり，１４時台にピークに達し，その後に徐々に低
下する。そして，夕方飛翔活動は急激に停止し，夜間は飛翔を行
わない。ただしこの間であっても，成虫は降雨時は飛翔活動を行
わない。今回は６月の飛翔の日周パターンを調査したが，今後日
本での飛翔パターンを推測するためには７月や８月などの真夏の
飛翔の日周パターンも調査をする必要がある。
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